
食 品 残 さ 飼 料 化 行 動 会 議 
農林水産省生産局畜産部畜産振興課 

社団法人 配合飼料供給安定機構 

貴重な食品循環資源を家
畜の餌として使いましょう 

食品残さ飼料（エコフィード） 
の利用を進めるために 



わが国の食料自給率は先進国の中で最も低く、飼料については穀物

のほとんどを海外からの輸入に依存しております。そのような中にあ

って、貴重な返品食品や調理残さが廃棄されており、地球環境問題や

有用資源の活用の面からこれらを飼料として利用することが求められ

ています。

食品残さは、水分を多く含み劣化し易い、安定的に供給されにくい、

栄養的なバランスがとれにくい、給与の利便性に欠ける、さほど安い

価格になりにくいなどの欠点があります。しかし、これらの問題を克

服して、地域の特性を生かし、知恵と工夫によって、配合飼料に比べ

て品質的にも価格的にも劣らない先進的な飼料化の事例や上手に利用

をしている畜産経営者が増えてきております。

この度、「食料・農業・農村基本計画」が閣議決定（平成17年3月25

日）され、飼料自給率目標の実現を図るために、国、農業団体、学識

経験者、都道府県、消費者団体、飼料団体、食品団体の関係者からな

る「飼料自給率向上戦略会議」が設置され、更に、濃厚飼料の自給率

向上のために「食品残さ飼料化行動会議」が設けられました。行政機

関、研究機関、食品製造業者、食品流通調理業者、プラントメーカー、

廃棄物運搬・処理業者及び畜産経営者が相互に協力しあって、飼料自

給率向上に向けて取り組む必要があります。

この冊子は、食品残さの飼料化の現状や畜産利用の先進事例などの

概略を掲載したものですが、詳細について知りたい方は、飼料化マニ

ュアル（＊）をご覧ください。

（＊）「食品残さ飼料化をめざして」 －飼料化マニュアル（16年度版）－
（社）配合飼料供給安定機構　TEL:03-3504-0861

（無償で提供送付致しますが、各機関１部でご利用いただくようお願いします）
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食品廃棄物の発生とリサイクルの状況 1

2 食品残さの「飼料」活用5つのポイント 
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三造有機リサイクル（株）
「札幌飼料化リサイクルセンター」
札幌市環境事業公社から処理手数料を受け取り、養豚用や養
鶏用の飼料として再生加工し、配合飼料会社に売却

① 処理手数料：11,000円／t
② 土地使用料：440円／ ／年
（うち管理費140円）敷地面積：5,500
③ 販 売 代 金：15千円／t
④ 稼 動 時 間：17時間／1日
⑤ 従　業　員：11名（作業員8名）

（財）札幌市環境事業公社
食品製造工場、ホテル、学校、病院、飲食店などから毎
日専用収集車で収集運搬（排出者負担：66円／20 ）

① 専用の排出容器を利用（公社貸付）
② 牛乳、飲料水は入れない（水分を極力排除する）
③ 夾雑物（包装材など）を混入しない
④ 包丁、フォーク、ナイフなどの金属類は処理機械を
損傷するので、混入しないよう特に注意する

3 先進事例 



業　　　種 事業所 処理量 t（％） 備　　　　考
食品製造業 55 5,964（042.5）
デパート、スーパー 106 4,638（033.0） 処 理 能 力：15,000t／年
食品小売店 21 1,003（007.4） （50t／1日）
病院 38 961（006.8）
飲食店 24 332（002.4） 飼料化能力： 3,000t／年
ホテル、旅館 11 230（001.6）
学校 20 346（002.5）
その他 8 528（003.8）

計 283 14,037（100.0）

6

区　　分 経　費（億円） 備　　　　　考
処理プラント（家屋） 6.0（うち家屋1.0）
公害防止施設（家屋） 4.0（うち家屋1.0） 札幌市の無利子資金：1億5千万円
その他（機材等） 0.5 その他資金：環境事業団からの融資

計 10.5

水　分 粗蛋白質 粗脂肪 NFE（＊） 粗繊維 粗灰分
4.9 24.0 9.5 53.3 5.0 8.0
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表１　稲発酵粗飼料の生産概要 表2　（有）TMR鳥取の概要 

年次別作付面積の推移（ha） 

平成13年　平成14年　平成15年　平成16年　平成17年 
　　20　　　  42　         84　         95　         95

栽培・収穫の概要 

品種：ホシアオバ、クサノホシ、はまさり等 

施肥：堆肥4トン /10a、化成肥料なし 

収穫：専用収穫機5台、ベールラッパ5台 

作業委託：東部コントラクター組合 

平成16年度収穫量：2,500トン 

項　目 施設の概要 

施設の概要 敷地面積3,000m2、倉庫・作業場680m2、事務所休憩室 

TMR混合機：縦型（容量20立米）、横型（容量18立米） 

トランスバック詰めライン1基、フォークリフト3台 

常勤社員3名、パート1名 

発酵TMR：発酵期間20日で供給 

TMRの種類：乳用・肥育向け5種 

年間供給量：6,000ｔ（20ｔ×300日） 

表3のとおり 

作 業 人員 

TMR製造 

飼 料 原 料  
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表3　食品残さ利用のTMR配合割合 

原料名 

ビール粕 

豆腐粕 

大豆粕 

麦芽胚 

パンくず 

醤油粕 

無洗米ぬか 

稲発酵粗飼料 

ルーサン乾草 

スーダン乾草 

空港乾草 

配合飼料 

ビタミン・ミネラル 

標準価格（円/㎏） 

TMR－1　TMR－2

 300  0 

 12,00  1,200 

 200  0 

 300  300 

 0  300 

 120  100 

 90  150 

 560  280 

 200  0 

 0  0 

 230  230 

 1,000  1,500 

 25  20 

 14.9  13.5

※価格は運賃等コスト5－6円／㎏上乗せする。 

農山村 
の景観維持 

大都市 
の環境改善 

鳥取畜産農協と京都生協による「こだわる鳥取牛」 

稲発酵粗飼料 

＋ 
空港草 
稲わら活用 

水田還元 
堆  肥 

TMRセンター 
鳥取畜産農協 

バイオマス資源 
ビール粕、トウフ粕 

牛肉と牛乳 

飼料の相互確認 
副産物の再利用 
新産直牛のブランド化 京都生協 
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4 関係制度、予算等の措置 
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社 団 法 人 配合飼料供給安定機構 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門二丁目8番10号　第15森ビル5階 

　電話：03－3504－0861　FAX：03－3504－0875 

　　　ホームページアドレス 
　　　　　　　http://mf-kikou.lin.go.jp 
　　　Eメールアドレス 
　　　　　　　info@mf-kikou.lin.go.jp


